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所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
保
険
料
が
軽
減
・
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
中
の
合
計
所
得
額
の
世

２１

帯
合
計
が
下
表
の
基
準
額
よ
り
少
な

い
世
帯
は
、
保
険
料
の
う
ち
均
等
割

額
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
＝
下
表
参
照
。
こ
の
場

合
の
所
得
は
、
保
険
料
決
定
の
た
め

の
基
準
総
所
得
金
額
と
は
異
な
り
ま

す
。
な
お
軽
減
は
該
当
世
帯
に
自
動

的
に
適
用
さ
れ
、申
請
は
不
要
で
す
。

　　
平
成
　
年
度
の
保
険
料
か
ら
非
自

２２

発
的
失
業
者
に
対
し
て
、
保
険
料
を

軽
減
し
ま
す
。

　
対
象
は
　
年
３
月
　
日
以
降
に
倒

２１

３１

産
・
解
雇
等
の
理
由
で
離
職
さ
れ
、

再
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
　
領
収
証
書
も
小
さ
く
１
枚
ず
つ
に

な
り
ま
し
た
。
通
知
書
に
「
保
管
台

紙
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
の
り
付
け

し
て
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
納
付
済
み
の
領
収
証
書
の
再

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　　
平
成
　
年
　
月
か
ら
、
年
金
を
受

２１

１０

給
し
て
い
る
被
保
険
者
を
対
象
に
、

国
民
健
康
保
険
料
の
「
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
」
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
徴
収
回
数
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
❖
す
で
に
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

人
、
４
・
６
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴

収
開
始
の
人

　
年
金
受
給
月
に
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。
金
額

は
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
人
で
も
口
座
振
替
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
は
別
途
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
❖
　
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
に

１０

な
る
予
定
の
人

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
支
払

い
）
に
な
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
対
象
予
定
の
人
で
も

年
金
受
給
額
等
の
判
定
の
結
果
、
従

来
ど
お
り
普
通
徴
収
で
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
に
判
定
結
果
を
通
知
し
ま
す

の
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
判
定
の
結

果
、
納
付
書
で
納
め
る
人
に
は
残
り

の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
期
限
後
に
納
付
さ
れ

た
場
合
、
金
融
機
関
等
か
ら
市
会
計

収
入
に
な
る
ま
で
相
当
の
期
間
を
要

す
る
た
め
、
行
き
違
い
に
よ
り
再
度

納
付
書
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
限
か
ら
１
カ
月
過
ぎ
て
も
納

付
の
な
い
場
合
に
は
再
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
の
な
い
ま
ま
放
置
す

る
と
、
本
来
の
納
期
月
か
ら
３
カ
月

経
過
後
に
、
地
区
担
当
の
職
員
が
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
保
険
料
の
期
限
内
納
付
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
す
る

と
、
金
融
機
関
等
に
行
く
必
要
が
な

く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
還
付
金
が
発
生

し
た
場
合
、
す
べ
て
口
座
へ
の
振
り

込
み
に
よ
り
還
付
し
て
い
ま
す
。
口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合
、

還
付
が
あ
る
た
び
に
振
込
口
座
の
申

込
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
振

り
込
み
ま
で
に
相
当
の
期
間
を
要
し

ま
す
。

　
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
、
こ
う
し
た
手
続
き
が
不
要
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
申
込
場
所
】
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
含
む
）　
※
申
込

書
は
市
内
の
金
融
機
関
等
に
あ
り

　
【
申
込
に
必
要
な
も
の
】
世
帯
主

の
印
鑑
、
保
険
証
、
金
融
機
関
届
出

印
、
預
貯
金
通
帳

　　
納
付
書
で
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
は
領
収
証
書
を
発
行
し
ま
す
。
必

ず
領
収
印
が
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
領
収
証
書
は
保
険
料
を
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
唯
一
の
書
類

で
す
。
少
な
く
と
も
２
年
間
は
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
料
は
、
税

金
の
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
告
す
る
際

は
、
領
収
証
書
を
納
付
の
証
明
と
し

て
使
用
で
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
納
付
誓
約
中

２２

で
あ
る
場
合
も
本
来
の
納
期
限
ま
で

に
期
別
保
険
料
が
完
納
と
な
ら
な
い

場
合
に
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
督

促
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
年
度
保
険
料
の
督
促
状
は
８
月

２１
中
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
金
融
機
関
等
だ
け
で

な
く
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
納
付
書
も
従
来
の
冊
子

形
式
の
も
の
か
ら
１
枚
ず
つ
分
か
れ

た
も
の
と
な
り
ま
す
。
必
要
な
納
付

書
を
確
認
し
、
納
期
限
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
金
融
機
関
等
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格
者
」

か
「
特
定
理
由
離
職
者
」
と
さ
れ
た

　
歳
未
満
の
人
で
す
。

６５　
前
年
給
与
所
得
（
給
与
所
得
以
外

の
所
得
は
対
象
外
）
を
１
０
０
分
の

　
に
し
て
保
険
料
の
所
得
割
額
を
算

３０出
す
る
ほ
か
、
高
額
療
養
費
の
所
得

区
分
に
つ
い
て
も
給
与
所
得
を
１
０

０
分
の
　
に
し
て
判
定
し
ま
す
。

３０

　
非
自
発
的
失
業
者
に
か
か
る
軽
減

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
合
せ

を
。

　
災
害
・
失
業
・
低
所
得
な
ど
に
よ

っ
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
と
き
は
、
申
請
を
す
る
と
保
険

料
の
所
得
割
額
が
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
減
免
事
由
は
左
上
表

の
と
お
り
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　
病
気
や
け
が
で
医
療
費
が
高
額
に

な
り
、
限
度
額
を
超
え
る
自
己
負
担

額
を
支
払
っ
た
場
合
、
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
超
え
た
分
を

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
て
い
ま

す
。
　
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
人
が
い

る
場
合
、
市
は
医
療
機
関
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ

プ
ト
）
を
確
認
し
、
そ
の
世
帯
主
あ

て
に
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

　
通
知
書
は
診
療
を
受
け
た
月
か
ら

３
・
４
カ
月
後
に
届
き
ま
す
の
で
、

通
知
書
が
届
い
た
ら
市
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
の

支
給
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
に
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
と
き
、

７０保
険
証
と
と
も
に
「
国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る

と
、
病
院
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な

り
ま
す
。

　
【
対
象
】
保
険
料
の
滞
納
の
な
い

世
帯
、
も
し
く
は
保
険
料
の
滞
納
に

特
別
な
事
情
の
あ
る
世
帯
に
限
る

　
【
申
請
場
所
】
国
民
健
康
保
険
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
、

各
支
所
、
ア
ク
タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
　

　
※
即
日
発
行
は
国
民
健
康
保
険
グ

ル
ー
プ
の
み

　
【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
保
険
証

と
印
鑑

　
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定

証
は
入
院
時
に
の
み
利
用
で
き
る
も

の
で
す
。

　
通
院
に
か
か
る
高
額
な
一
部
負
担

金
の
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は
、

「
高
額
療
養
費
支
払
資
金
貸
付
あ
っ

せ
ん
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
分

を
審
査
支
払
機
関
が
立
て
替
え
る
こ

と
で
、
実
質
的
な
窓
口
で
の
支
払
額

を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
す
る
も

の
で
す
。

　
【
対
象
】
保
険
料
の
滞
納
の
な
い

世
帯
、
も
し
く
は
保
険
料
の
滞
納
に

特
別
な
事
情
の
あ
る
世
帯
に
限
る

　
【
申
請
場
所
】
国
民
健
康
保
険
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

　
【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
保
険
証

と
印
鑑

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
に
、
平
成
　
年
度
の
納
付
書
（
　

２２

１０

期
分
）
を
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
を
確
認
し
、
遅
れ
な
い
よ

う
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
度
途
中
に
新
規
加
入
や
保
険
料
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
請
の
翌
月
に
変
更
後
の
納
付
書
を
送
り
ま
す
。

　
変
更
前
（
６
月
に
送
付
し
た
納
付
書
）
と
変
更
後
の
納
付
書
が
重
複
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
変
更
前
の
納
付
書
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
受
け
ら
れ
る
給
付
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

申請に必要なもの
（A～Fは印鑑も）

保険料の減免が受けられる場合

消防署、警察署などが発行する被災程度の確
認ができる証明書およびその他必要な書類

災害または盗難により資産の3割以上
の損失があったときＡ

◇ 雇用保険受給資格者証
◇ 廃業届（税務署提出の控え）
◇ 地区民生委員の現在無職であることの
状況確認書　など

平成21年中の合計所得金額が1000
万円以下（勤労所得あり）で、１カ月
以上の失業または休廃業により生活が
困難になったとき

Ｂ

平成22年中の合計所得の見込み金額を
算出する根拠になるもの（申請時点まで
の給与明細書、年金支払通知書など）

平成21年中の合計所得金額が500万
円以下で、22年中の合計所得の見込
み金額が、その半分以下となるとき

Ｃ

均等割額および平等割額の軽減適用を受けて
いる世帯で、所得割額が賦課されている世帯Ｄ

在所証明などの事実を証明するもの1カ月以上の期間、保険給付の制限を
受けるときＥ

次のうちのいずれか１点
◇健康保険資格喪失証明書（被保険者本
人が後期高齢者医療制度の被保険者と
なったことが明記されているもの）
◇旧被扶養者異動連絡票

社会保険などの被保険者が後期高齢者医
療制度へ移行することにより、その被扶
養者だった人が国民健康保険に加入する
場合（対象は国民健康保険の資格取得日
に65歳以上の人。また、国民健康保険
組合から加入する場合を除く）

Ｆ

基準総所得金額の世帯合計の20％を
超える保険料が賦課される世帯Ｇ

（※1）合計所得とは、各種所得の合計で、各種控除前の所得のことです（保険料の算定に用  
           いる「基準総所得金額」とは異なりますのでご注意ください）
（※2）上記Ａ～Ｆのうちで複数に該当する場合は、最も減免額の多い事由を適用します
（※3）上記Ｇについては、他の減免と同時に受けられますが、その場合は他の減免を適用した 
           後の金額に対して減免します
（※4）減免が適用された場合、申請した翌月以降の納期で保険料を調整します
（※5）非自発的失業者への軽減が適用された場合、上記G以外の減免と併用できません

２割軽減５割軽減７割軽減       

68万円以下―33万円以下１人
103万円以下57万5000円以下33万円以下２人
138万円以下82万円以下33万円以下３人
173万円以下106万5000円以下33万円以下４人

軽減割合

被保険者数

軽減措置を受けるための世帯の合計所得額基準

　※国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行した人の所
得および人数も含めます。ただし世帯構成が変更になった場
合は見直しをすることがあります

保
険
料
の
軽
減
・
減
免
に
つ
い
て

【
問
合
せ
先
】
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
１
７
）

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

【
問
合
せ
先
】
国
保
収
納
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１
５
６
）

申
請
し
て
受
け
ら
れ
る
給
付

非
自
発
的
失
業
者
へ
の
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